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議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
岡
本
充
功
君
提
出
政
府
の
北
朝
鮮
に
対
す
る
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
岡
本
充
功
君
提
出
政
府
の
北
朝
鮮
に
対
す
る
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
五
日
に
北
朝
鮮
が
朝
鮮
中
央
通
信
を
通
じ
て
地
下
核
実
験
を
実
施
し
成
功
さ

せ
た
旨
を
公
表
し
た
こ
と
及
び
気
象
庁
が
通
常
の
波
形
と
は
異
な
る
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
よ
る
可
能
性
の
あ
る
地
震
波
を
探

知
し
た
こ
と
か
ら
、
北
朝
鮮
が
同
日
に
核
実
験
を
行
っ
た
も
の
（
以
下
「
当
該
核
実
験
」
と
い
う
。
）
と
考
え
て
い
る
が
、

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

気
象
庁
で
は
、
同
日
午
前
九
時
五
十
五
分
ご
ろ
、
北
朝
鮮
北
東
部
の
北
緯
四
十
一
・
二
度
、
東
経
百
二
十
九
・
二
度
の
ご

く
浅
い
地
点
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
五
・
三
の
、
自
然
地
震
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
震
動
を
検

出
し
て
い
る
。

米
国
及
び
韓
国
と
の
間
で
は
緊
密
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
が
、
お
尋
ね
の
「
傍
証
と
な
る
事
実
」
に
つ
い
て
は
、
相

手
国
と
の
関
係
も
あ
り
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

現
時
点
で
当
該
核
実
験
を
公
式
に
「
確
認
し
た
」
と
発
表
し
て
い
る
国
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
核
保
有
」
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
一

一



四
号
）
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
平
素
か
ら
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に
関
す
る
動
向
に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
が
、
お
尋
ね
の

ミ
サ
イ
ル
発
射
（
以
下
「
当
該
ミ
サ
イ
ル
発
射
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
そ
の
有
無
も
含
め
、
個
別

具
体
的
な
情
報
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
こ
の
た
め
、
当
該
ミ
サ
イ
ル
発
射
と
国
際
連
合
安
全
保

障
理
事
会
（
以
下
「
安
保
理
」
と
い
う
。
）
決
議
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
北
朝
鮮
当
局
か
ら
国
際
海
事
機
関
事
務
局
及
び
国
際
民
間
航
空
機
関
事
務
局
に
対
す
る
通
報
に
つ
い
て

は
、
関
連
の
報
道
を
受
け
、
在
外
公
館
を
通
じ
こ
れ
ら
の
機
関
に
照
会
し
、
い
ず
れ
も
、
当
該
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
係
る
通
報

は
無
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
平
素
か
ら
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
及
び
ミ
サ
イ
ル
に
関
す
る
動
向
に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
が
、

お
尋
ね
の
「
予
兆
」
に
つ
い
て
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
個
別
具
体
的
な
情
報
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た

い
。

二



政
府
と
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日
の
北
朝
鮮
外
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
声
明
の
内
容
も
踏
ま
え
、
日
中
首

脳
会
談
や
日
米
外
相
電
話
会
談
等
を
通
じ
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
に
つ
き
関
係
国
と
協
議
を
行
っ
た
。

政
府
と
し
て
は
、
当
該
核
実
験
に
対
し
、
米
国
及
び
韓
国
を
始
め
と
す
る
六
者
会
合
関
係
国
等
と
連
携
し
つ
つ
、
安
保
理

で
の
新
た
な
決
議
の
採
択
を
含
め
、
国
際
社
会
に
よ
る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

我
が
国
の
対
北
朝
鮮
措
置
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
対
北
朝
鮮
措
置
の
効
果
に
つ
い
て
、
一
概
に
申
し
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
北
朝
鮮
籍
船
の
入
港
実
績
及

び
北
朝
鮮
か
ら
の
輸
入
実
績
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
乗
入
実
績
は
皆
無
と
な
り
、
ま
た
、
北
朝
鮮
へ
の
輸
出
実
績
及
び
送
金
実

績
も
減
少
し
た
こ
と
は
、
北
朝
鮮
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
併
せ
考
え
た
場
合
、
一
定
の
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

四
に
つ
い
て

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
に
定
め
る
難
民
の
認

定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
本
邦
に
あ
る
外
国
人
に
限
ら
れ
て
お
り
、
在
外
公
館
に
お
い
て
難
民
認
定
申
請
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

三



本
邦
に
あ
る
外
国
人
か
ら
難
民
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
四
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り

で
あ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
言
え
ば
、
そ
の
者
が
人
種
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
等
を
理
由
に
迫
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

等
の
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
（
昭
和
五
十
六
年
条
約
第
二
十
一
号
）
の
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
難
民
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
四
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
把
握
し
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

警
察
で
は
、
諸
般
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
等
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
警
戒
警
備
を
実
施
し
て
い
る
。

先
の
答
弁
書
六
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
我
が
国
は
北
朝
鮮
を
国
家
承
認
し
て
お
ら
ず
、
外
交
関
係
も
有
し
て

い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
（
以
下
「
朝
鮮
総
聯
」
と
い
う
。
）
の
職
員
及
び
構
成
員
等
は
、
外
交

関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（
昭
和
三
十
九
年
条
約
第
十
四
号
）
に
規
定
さ
れ
る
使
節
団
の
構
成
員
等
に
は
当
た
ら
ず
、

同
条
約
上
の
特
権
及
び
免
除
を
何
ら
共
有
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
朝
鮮
総
聯
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
総
聯
中

央
本
部
、
地
方
本
部
及
び
支
部
の
所
在
地
の
地
方
公
共
団
体
の
う
ち
、
北
海
道
札
幌
市
、
釧
路
市
、
北
見
市
、
苫
小
牧
市
、

四



福
島
県
会
津
若
松
市
、
郡
山
市
、
群
馬
県
前
橋
市
、
桐
生
市
、
東
京
都
調
布
市
、
新
潟
県
新
潟
市
、
福
井
県
福
井
市
、
長
野

県
松
本
市
、
岐
阜
県
高
山
市
、
土
岐
市
、
愛
知
県
名
古
屋
市
、
岡
崎
市
、
瀬
戸
市
、
西
尾
市
、
東
海
市
、
滋
賀
県
大
津
市
、

京
都
府
京
都
市
、
大
阪
府
大
阪
市
、
池
田
市
、
兵
庫
県
神
戸
市
、
尼
崎
市
、
明
石
市
、
西
宮
市
、
高
砂
市
、
川
西
市
、
鳥
取

県
米
子
市
、
島
根
県
出
雲
市
、
岡
山
県
岡
山
市
、
備
前
市
、
津
山
市
、
広
島
県
大
竹
市
、
山
口
県
下
関
市
、
宇
部
市
、
周
南

市
、
福
岡
県
北
九
州
市
、
水
巻
町
及
び
苅
田
町
に
お
い
て
、
朝
鮮
総
聯
の
施
設
を
公
共
の
用
に
供
す
る
集
会
所
等
と
し
て
使

用
し
て
い
る
場
合
に
、
当
該
施
設
に
係
る
減
免
を
行
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

五


